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過年度決算の訂正の概要と、各決算期への影響額 

および過年度決算短信の一部訂正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 23 年 12 月 26 日に開示いたしました元代表取締役社長らによる不正行為などについて、平

成 24 年２月７日に第三者調査委員会（委員長：弁護士 中原健夫）から調査報告書を受領いたしましたが、

その調査報告書の中で、外注先への前渡金を装った資金の不正流用があったことと、海外連結子会社の過

年度の決算における一部の会計処理について変更の検討を要する、とのご指摘をいただいたことを受け、

過年度決算の訂正について検討してまいりましたが、この度、過年度決算の訂正による各期への影響額が

まとまりましたのでお知らせいたします。 

なお、過年度の訂正有価証券報告書等については本日、関東財務局へ提出する予定です。また過年度の

決算短信等についても、訂正有価証券報告書等の提出後、速やかに開示する予定です。 

１．訂正の概要と各期の影響額 

当社は調査報告書の指摘内容を踏まえ、元代表取締役社長への貸付金の計上の要否、関連当事者との取

引に係る記載の訂正等の要否を検討いたしました。また過年度の海外連結子会社における一部の前渡金に

関して、その使途を改めて調査するとともに、資産性の検討を行いました。さらにこれに伴い、関係会社

株式の評価の妥当性についても検討を行いました。 

その結果、海外連結子会社における一部の前渡金に関しては、海外連結子会社の費用として認識し、ま

た元代表取締役社長らによる外注先への前渡金を装った資金の不正流用については貸付金として認識した

うえで会計処理の変更を行うべきと判断いたしました。 

具体的には、平成 19 年 12 月期に海外連結子会社で発生した前渡金 200 万人民元（日本円で約 3，000 万

円）を資産から費用に会計処理を変更し、これに伴う当該海外連結子会社の株式評価損の計上を行うとと

もに、利益剰余金、為替換算調整勘定の見直しを行っております。また別途行っていた海外連結子会社の

減損処理との関係で、平成 22 年 12 月期まで個別決算においては減損処理を行うとともに、連結決算にお

いては貸倒引当金戻入額の計上などを行っております。 

元代表取締役社長による外注先への前渡金を装った会社資金の不正流用については、流用額の 5,000 万

円を取引の発生した平成 21 年 12 月期から株主、役員への貸付金へ会計処理を変更し、以降、平成 23 年第

一四半期まで、これに伴う未収入金、受取利息の計上などを行なっております。さらに平成 23 年の第一四
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半期から第三四半期まで、本件に関与した外注先への 300 万円の支払いを、業務原価から資産に処理を変

更したため、利益と税金に影響がでております。 

なお当該年度からの有価証券報告書の訂正に当たっては、併せて関連当事者取引として当該取引を開示

することといたしました。 

なお各期の影響額については、以下のとおりであります。 

【平成19年12月期】
（単位：千円）

連結
訂正前 訂正後 影響額 変動率（％） 訂正前 訂正後 影響額 変動率（％）

売上高 4,510,952 4,510,952 0 0.0% 4,238,799 4,238,799 0 0.0%
第44期 営業利益 199,708 172,040 -27,668 -13.9% 245,729 245,729 0 0.0%

平成19年12月期 経常利益 198,921 171,253 -27,668 -13.9% 247,200 247,200 0 0.0%
（平成19年12月）当期純利益 67,395 39,727 -27,668 -41.1% 118,558 33,120 -85,437 -72.1%

総資産 2,355,235 2,327,451 -27,784 -1.2% 2,289,643 2,204,205 -85,437 -3.7%
純資産 1,498,231 1,470,447 -27,784 -1.9% 1,507,747 1,422,310 -85,437 -5.7%

個別

 

＜主な訂正内容＞ 

平成19年12月期（連結） 

①販売管理費が27百万円増加しておりますが、当時、前渡金として計上していた大口案件受注に向けた

活動の経費を、費用として計上したことによるものです。 

②前渡金を費用計上したことにより、資産に△27百万円の訂正が生じております。 

平成19年12月期（個別） 

①特別損失として関係会社株式評価損85百万円の訂正が生じたため、当期純利益が減少しております。 

②関係会社株式に△85百万円の訂正が生じ、資産が減少しております。 

 

【平成20年12月期】
（単位：千円）

連結
訂正前 訂正後 影響額 変動率（％） 訂正前 訂正後 影響額 変動率（％）

売上高 2,355,034 2,355,034 0 0.0% 2,204,515 2,204,515 0 0.0%
第45期 営業利益 2,795 6,879 4,083 146.1% 23,116 23,116 0 0.0%

平成20年12月期 経常利益 1,609 5,692 4,083 253.8% 22,409 22,409 0 0.0%
中間期 当期純利益 -22,777 -18,693 4,083 ― -88,787 -27,753 61,033 ―

（平成20年6月） 総資産 2,145,345 2,122,002 -23,342 -1.1% 2,025,707 2,001,304 -24,403 -1.2%
純資産 1,434,344 1,411,001 -23,342 -1.6% 1,379,486 1,355,083 -24,403 -1.8%
売上高 4,845,338 4,845,338 0 0.0% 4,517,984 4,517,984 0 0.0%

第45期 営業利益 -34,837 -30,759 4,078 ― 17,364 17,364 0 0.0%
平成20年12月期 経常利益 -40,552 -36,473 4,078 ― 15,866 15,866 0 0.0%

当期純利益 -112,901 -108,823 4,078 ― -177,365 -112,103 65,261 ―
（平成20年12月）総資産 2,184,258 2,164,362 -19,896 -0.9% 2,078,294 2,058,118 -20,175 -1.0%

純資産 1,296,378 1,276,482 -19,896 -1.5% 1,253,308 1,233,132 -20,175 -1.6%

個別

 

＜主な訂正内容＞ 

平成20年12月期 中間期（連結） 

①販売管理費として△４百万円の訂正が生じ、利益が増加しております。これは、平成19年12月期にお

いて活動経費を一括費用処理に訂正したことによる影響です。 

②前渡金、利益剰余金に△23百万円の訂正が生じ、資産が減少しております。 

平成20年12月期 中間期（個別） 

①特別損失として関係会社株式評価損△61百万円の訂正が生じ、利益が増加しております。 

②関係会社株式、利益剰余金に△24百万円の訂正が生じ、資産が減少しております。 

平成20年12月期 （連結） 

①販売管理費として△４百万円の訂正が生じ、利益が増加しております。これは、平成19年12月期にお

いて活動経費を一括費用処理に訂正したことによる影響です。 



②前渡金に△19百万円の訂正が生じ、資産が減少しております。またこれにともない利益剰余金に23百

万円、為替換算調整勘定に３百万円の訂正も生じております。 

平成20年12月期 （個別） 

①特別損失として関係会社株式評価損△65百万円の訂正が生じ、利益が増加しております。 

②関係会社株式、利益剰余金に△20百万円の訂正が生じ、資産が減少しております。 

 

【平成21年12月期】
（単位：千円）

連結
訂正前 訂正後 影響額 変動率（％） 訂正前 訂正後 影響額 変動率（％）

売上高 1,140,244 1,140,244 0 0.0%
第46期 営業利益 -60,027 -60,027 0 ―

平成21年12月期 経常利益 -60,414 -60,414 0 ―
第1四半期 当期純利益 -74,000 -74,000 0 ―

（平成21年3月） 総資産 2,129,227 2,107,615 -21,611 -1.0%
純資産 1,175,692 1,154,080 -21,611 -1.8%
売上高 2,145,483 2,145,483 0 0.0%

第46期 営業利益 -135,854 -135,854 0 ―
平成21年12月期 経常利益 -134,861 -134,861 0 ―

第2四半期 当期純利益 -142,835 -142,835 0 ―
（平成21年6月） 総資産 1,919,001 1,897,840 -21,160 -1.1%

純資産 1,100,836 1,079,676 -21,160 -1.9%
売上高 3,142,900 3,142,900 0 0.0%

第46期 営業利益 -168,713 -168,713 0 ―
平成21年12月期 経常利益 -168,257 -168,257 0 ―

第3四半期 当期純利益 -178,968 -178,968 0 ―
（平成21年9月） 総資産 1,902,681 1,882,815 -19,866 -1.0%

純資産 1,042,132 1,022,266 -19,866 -1.9%
売上高 4,293,400 4,293,400 0 0.0% 3,907,840 3,907,840 0 0.0%

第46期 営業利益 -133,997 -133,997 0 ― -59,702 -59,702 0 ―
平成21年12月期 経常利益 -132,465 -132,449 16 ― -57,680 -57,664 16 ―

当期純利益 -152,105 -152,088 16 ― -80,109 -106,458 -26,348 ―
（平成21年12月）総資産 2,025,304 2,004,928 -20,376 -1.0% 1,942,202 1,895,677 -46,524 -2.4%

純資産 1,069,016 1,048,640 -20,376 -1.9% 1,103,019 1,056,494 -46,524 -4.2%

個別

 

＜主な訂正内容＞ 

平成21年12月期 第１四半期（連結） 

①前渡金に△21百万円の訂正が生じ、資産が減少しております。またこれにともない利益剰余金に23百

万円、為替換算調整勘定に１百万円の訂正も生じております。 

平成21年12月期 第２四半期（連結） 

①前渡金に△21百万円の訂正が生じ、資産が減少しております。またこれにともない利益剰余金に23百

万円、為替換算調整勘定に２百万円の訂正も生じております。 

平成21年12月期 第３四半期（連結） 

①前渡金に△19百万円の訂正が生じ、資産が減少しております。またこれにともない利益剰余金に23百

万円、為替換算調整勘定に３百万円の訂正も生じております。 

平成21年12月期 （連結） 

①前渡金に△70百万円の訂正が生じた一方、投資等に50百万円、利益剰余金に23百万円、為替換算調整

勘定に３百万円の訂正も生じた結果、資産が減少しております。 

平成21年12月期 （個別） 

①特別損失として関係会社株式評価損26百万円の訂正が生じ、当期純利益が減少しております。 

②前渡金に△50百万円、関係会社株式に△46百万円、株主・役員貸付金に50百万円、利益剰余金に△46

百万円の訂正が生じた結果、資産が減少しております。 



【平成22年12月期】
（単位：千円）

連結
訂正前 訂正後 影響額 変動率（％） 訂正前 訂正後 影響額 変動率（％）

売上高 1,207,041 1,207,041 0 0.0%
第47期 営業利益 22,667 22,667 0 0.0%

平成22年12月期 経常利益 25,493 25,675 181 0.7%
第1四半期 当期純利益 2,365 2,547 181 7.7%

（平成22年3月） 総資産 2,077,589 2,057,289 -20,300 -1.0%
純資産 1,054,067 1,033,767 -20,300 -1.9%
売上高 2,250,321 2,250,321 0 0.0%

第47期 営業利益 -17,972 1,639 19,611 ―
平成22年12月期 経常利益 -25,189 -5,211 19,977 ―

第2四半期 当期純利益 -48,755 -28,253 20,502 ―
（平成22年6月） 総資産 1,910,001 1,910,383 381 0.0%

純資産 1,011,380 1,011,761 381 0.0%
売上高 3,302,454 3,302,454 0 0.0%

第47期 営業利益 -12,466 5,987 18,454 ―
平成22年12月期 経常利益 -17,176 1,829 19,006 ―

第3四半期 当期純利益 -54,710 -34,383 20,327 ―
（平成22年9月） 総資産 1,898,825 1,899,393 567 0.0%

純資産 986,723 987,291 567 0.1%
売上高 4,603,616 4,603,616 0 0.0% 4,241,841 4,241,841 0 0.0%

第47期 営業利益 55,823 75,297 19,474 34.9% 136,139 136,139 0 0.0%
平成22年12月期 経常利益 -14,374 5,837 20,212 ― 73,272 74,010 737 1.0%

当期純利益 5,132 25,344 20,212 393.8% -64,863 -17,584 47,278 ―
（平成22年12月）総資産 2,067,815 2,118,569 50,753 2.5% 1,957,153 2,007,906 50,753 2.6%

純資産 1,059,690 1,060,444 753 0.1% 1,006,396 1,007,150 753 0.1%

個別

 

＜主な訂正内容＞ 

平成22年12月期 第１四半期（連結） 

①受取利息に181千円の訂正が生じ、利益が増加しております。 

②前渡金に△70百万円、株主・役員短期貸付金に50百万円、未収入金に198千円の訂正、利益剰余金に△

23百万円の訂正が生じた一方、為替換算調整勘定に３百万円の訂正が生じた結果、資産が減少してお

ります。 

平成22年12月期 第２四半期（連結） 

①貸倒引当金繰入額に△19百万円の訂正、受取利息に365千円の訂正、貸倒引当金戻入益に525千円の訂

正が生じた結果、利益が増加しております。 

②前渡金に△50百万円の訂正、株主・役員短期貸付金に50百万円の訂正、未収入金に△19百万円の訂正、

貸倒引当金（流動）に19百万円の訂正、利益剰余金に△３百万円の訂正、為替換算調整勘定に３百万

円の訂正が生じた結果、資産が増加しております。 

平成22年12月期 第３四半期（連結） 

①貸倒引当金繰入額に△18百万円の訂正、受取利息に551千円の訂正、貸倒引当金戻入益に１百万円の訂

正が生じた結果、利益が増加しております。 

②前渡金に△50百万円の訂正、株主・役員短期貸付金に50百万円の訂正、未収入金に△18百万円の訂正、

貸倒引当金（流動）に18百万円の訂正、利益剰余金に△３百万円の訂正、為替換算調整勘定に３百万

円の訂正が生じた結果、資産が増加しております。 

平成22年12月期 （連結） 

①貸倒引当金繰入額に△19百万円の訂正、受取利息に737千円の訂正が生じた結果、利益が増加しており

ます。 

②株主・役員短期貸付金に50百万円の訂正、未収入金に△17百万円の訂正、貸倒引当金（流動）に18百

万円の訂正、買掛金に50百万円の訂正、利益剰余金に△３百万円の訂正、為替換算調整勘定に４百万

円の訂正が生じた結果、資産が増加しております。 

平成22年12月期 （個別） 

①受取利息に737千円の訂正、関係会社株式に△46百万円の訂正が生じた結果、利益が増加しております。 



②株主・役員短期貸付金に50百万円の訂正、未収入金に753千円の訂正、買掛金に50百万円の訂正、利益

剰余金に753千円の訂正が生じた結果、資産が増加しております。 

 

【平成23年12月期】
（単位：千円）

訂正前 訂正後 影響額 変動率（％）

売上高 1,030,528 1,030,528 0 0.0%
第48期 営業利益 28,293 31,293 3,000 10.6%

平成23年12月期 経常利益 31,165 34,227 3,062 9.8%
第1四半期 当期純利益 2,608 4,424 1,816 69.6%

（平成23年3月） 総資産 1,908,948 1,912,914 3,966 0.2%
純資産 1,041,500 1,044,070 2,570 0.2%
売上高 1,972,104 1,972,104 0 0.0%

第48期 営業利益 12,644 15,644 3,000 23.7%
平成23年12月期 経常利益 15,627 18,701 3,074 19.7%

第2四半期 当期純利益 -10,714 -8,891 1,823 ―
（平成23年6月） 総資産 1,881,549 1,885,527 3,978 0.2%

純資産 1,027,670 1,030,247 2,577 0.3%
売上高 3,051,099 3,051,099 0 0.0%

第48期 営業利益 47,540 50,540 3,000 6.3%
平成23年12月期 経常利益 50,392 53,478 3,086 6.1%

第3四半期 当期純利益 6,194 8,024 1,830 29.5%
（平成23年9月） 総資産 1,931,873 1,935,863 3,989 0.2%

純資産 1,028,999 1,031,582 2,583 0.3%

連結

 

＜主な訂正内容＞ 

平成23年12月期 第１四半期（連結） 

①売上原価に△３百万円の訂正、及び法人税、住民税及び事業税に１百万円の訂正が生じた結果、利益

が増加しております。 

②株主・役員短期貸付金に３百万円の訂正、未収入金に△18百万円の訂正、貸倒引当金（流動）に19百

万円の訂正、未払法人税等に１百万円の訂正、未払消費税等に150千円の訂正、利益剰余金に△１百万

円の訂正、為替換算調整勘定に４百万円の訂正が生じた結果、資産が増加しております。 

平成23年12月期 第２四半期（連結） 

①売上原価に△３百万円の訂正、及び法人税、住民税及び事業税に１百万円の訂正が生じた結果、利益

が増加しております。 

②株主・役員短期貸付金に３百万円の訂正、未収入金に828千円の訂正、破産更生債権等に△18百万円の

訂正、貸倒引当金（固定）に18百万円の訂正、未払法人税等に１百万円の訂正、未払消費税等に150千

円の訂正、利益剰余金に△１百万円の訂正、為替換算調整勘定に４百万円の訂正が生じた結果、資産

が増加しております。 

平成23年12月期 第３四半期（連結） 

①売上原価に△３百万円の訂正、及び法人税、住民税及び事業税に１百万円の訂正が生じた結果、利益

が増加しております。 

②株主・役員短期貸付金に３百万円の訂正、未収入金に839千円の訂正、破産更生債権等に△18百万円の

訂正、貸倒引当金（固定）に18百万円の訂正、未払法人税等に１百万円の訂正、未払消費税等に150千

円の訂正、利益剰余金に△１百万円の訂正、為替換算調整勘定に４百万円の訂正が生じた結果、資産

が増加しております。 

 

 



２．提出予定の訂正報告書及び決算短信等 

 

以上を踏まえ、当社では過年度のの決算短信及び有価証券報告書等の訂正をすることといたしました。 

なお、過年度決算短信の訂正につきましては、訂正箇所に  を付して表示しております。 

 

(1) 平成19年12月期 決算短信  

(2) 平成20年12月期 中間決算短信 

(3）平成20年12月期 決算短信 

(4) 平成21年12月期 第１四半期決算短信 

(5）平成21年12月期 第２四半期決算短信 

(6）平成21年12月期 第３四半期決算短信 

(7）平成21年12月期 決算短信 

(8) 平成22年12月期 第１四半期決算短信 

(9) 平成22年12月期 第２四半期決算短信 

(10)平成22年12月期 第３四半期決算短信 

(11)平成22年12月期 決算短信 

(12)平成23年12月期 第１四半期決算短信 

(13)平成23年12月期 第２四半期決算短信 

(14)平成23年12月期 第３四半期決算短信 

 

(15)平成19年12月期（第44期）訂正有価証券報告書 

(16)平成20年12月期（第45期）訂正半期報告書 

(17)平成20年12月期（第45期）訂正有価証券報告書 

(18)平成21年12月期（第46期）訂正第１四半期報告書 

(19)平成21年12月期（第46期）訂正第２四半期報告書 

(20)平成21年12月期（第46期）訂正第３四半期報告書 

(21)平成21年12月期（第46期）訂正有価証券報告書 

(22)平成22年12月期（第47期）訂正第１四半期報告書 

(23)平成22年12月期（第47期）訂正第２四半期報告書 

(24)平成22年12月期（第47期）訂正第３四半期報告書 

(25)平成22年12月期（第47期）訂正有価証券報告書 

(26)平成23年12月期（第48期）訂正第１四半期報告書 

(27)平成23年12月期（第48期）訂正第２四半期報告書 

(28)平成23年12月期（第48期）訂正第３四半期報告書 

 

３．今後の対応について 

平成23年12月期（第48期）決算短信は本日、併せて開示する予定です。なお第48期定時主総会につき

ましては、予定どおりの期日で開催する見通しで準備を進めております。 

 

株主、投資家、お客様、お取引先をはじめとするステークホルダーの皆さまに多大なるご迷惑とご心

配をおかけしますことを深くお詫び申し上げます。 



 

以   上 


